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「第２０回住みよい県土づくり表彰式」について 
 

令 和 ２ 年 １ １ 月 ２ ７ 日 

県 土 総 務 課 

技 術 企 画 課 

 

 

県土整備の重要性について広く県民の理解と協力を得るため、令和元年度に完成した県発注工事のうち、他の模

範となる優良建設工事の施工者及び技術者の表彰を行いました。また、民間団体による土木施設の清掃や草刈り等

の活動の輪を拡大するため、土木施設愛護ボランティアとして特に貢献のあった団体を併せて表彰しました。 

 

１ 表彰式の概要 

（１）日時・場所 令和２年１１月６日（金） 〔鳥取県庁本庁舎１階講堂〕 

（２）出席者 各表彰受賞者、県議会地域づくり県土警察常任委員会常任委員長、知事、県土整備部長 ほか 

（３）主な内容  ア 鳥取県知事表彰（優良建設工事施工者・優良技術者、土木施設愛護ボランティア、建設雇用改善優 

良事業所表彰） 

イ 鳥取県県土整備部長表彰（若手優良技術者、優良下請負業者） 

ウ 国土交通大臣表彰者（建設事業関係功労者）披露、同顕彰者(優秀施工者)顕彰伝達 

 

２ 鳥取県知事表彰受賞者数 

区     分 受  賞  者  数 

○ 優良建設工事施工者 ４５社（工事件数：４５件）  

○ 優良技術者 １名 

○ 土木施設愛護ボランティア １２団体 

○ 建設雇用改善優良事業所 １社 

  ※ＪＶ受賞、重複受賞を踏まえた実質受賞社数。 

 

３ 優良建設工事の広報 

より多くの県民の方に建設業の魅力や公共事業の果たす役割について理解を深めていただくため、県内各地で

優良建設工事のパネル展示を行う。  
地 区 展  示  期  間 場    所 
東 部 １１月 ９日（月） ～ １１月２０日（金） 県庁本庁舎２階（鳥取市） 
中 部 １１月２４日（火） ～ １２月 １日（火） パープルタウン（倉吉市） 
西 部 １２月 ２日（水） ～ １２月 ９日（水） イオンモール（日吉津村） 

 
４ 鳥取県知事表彰受賞者 

（１）優良建設工事施工者及び優良技術者 

  令和元年度に完成した工事の中で他の模範となる工事を施工した業者及び技術者を表彰し、県内建設業者の技

術の向上や建設業界の発展に資する。 

 
工   事   名 工 種 管 内 施工者 

1 大路川広域河川改修工事（倉田排水機場）（１工区） 土木一般 

鳥 取 

株式会社原田建設 

2 小沢見地区急傾斜地崩壊対策工事 土木一般 船本建設有限会社 

3 河内地区ほ場整備（区画整理１工区）工事 土木一般 吉田建設株式会社 

4 日置川河川改修工事（１工区） 土木一般 やまこう建設株式会社 

5 県立中央病院既存外来棟改修工事（建築） 建築一般 
株式会社ジューケン 

株式会社都市建設 

6 網代地区復旧治山工事 法面一般 株式会社藤原組 

7 谷地区急傾斜地崩壊対策工事 法面保護工 株式会社田中組 

8 県道八束水勝見線道路災害復旧工事（３０年災４９７号） 法面保護工 株式会社田中組 

9 宮ノ下Ｃ地区急傾斜地崩壊対策工事 アンカー工 有限会社オオクボ 

10 県立中央病院既存外来棟改修工事（電気設備） 電気工事 
山口電業株式会社 

イナバ電気株式会社 
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11 北股川外災害復旧工事（３０年災８１号、８８号、２２０号及び２２４号） 土木一般 

八 頭 

株式会社谷口工務店 

12 八東川災害復旧工事（３０年災３３号及び３６号） 土木一般 株式会社竹内組 

13 国道３７３号道路災害復旧工事（３０年災２４１号） 土木一般 株式会社谷口工務店 

14 国道３７３号外災害復旧工事（３０年災１０２号及び２４０号） 土木一般 株式会社竹内組 

15 つく米川外災害復旧工事（３０年災５３号、５４号、５５号、５６号及び１８７号） 土木一般 中一建設株式会社 

16 
小畑川外災害復旧工事（３０年災３５２号、３５３号、３６０号、３６５号、４７９号及

び４８０号） 
土木一般 有限会社中田組 

17 千代川外災害復旧工事（３０年災１０７号、１０８号及び３５４号外） 土木一般 こおげ建設株式会社 

18 国道４８２号（舂米ＢＰ）第一残土処分地法面工事（交付金改良） 法面植生工 中一建設株式会社 

19 県道津山智頭八東線（坂原２工区）舗装工事（交付金改良） アスファルト 株式会社谷口工務店 

20 松谷第１ため池改修工事（その１） 土木一般 

中 部 

株式会社共栄組 

21 県道倉吉由良線道路災害復旧工事（３０年災第５２２号） 土木一般 
株式会社井木組 

株式会社伊藤建設 

22 県道鳥取鹿野倉吉線（大瀬～大原工区）改良工事（６工区）（交付金改良）（国補正） 土木一般 株式会社チュウブ 

23 県道鳥取鹿野倉吉線（大瀬～大原工区）改良工事（７工区）（交付金改良）（国補正） 土木一般 株式会社北和 

24 県道倉吉福本線（岩倉橋）橋梁補修工事（交付金） 土木一般 晃進建設有限会社 

25 はわい長瀬地区林地荒廃防止施設災害復旧工事（３０年災第１号）（１工区） 土木一般 
株式会社井中組 

オグラ建設株式会社 

26 はわい長瀬地区林地荒廃防止施設災害復旧工事（３０年災第２号） 土木一般 株式会社井木組 

27 
はわい長瀬地区林地荒廃防止施設災害復旧（３０年災第１号）（２工区）及び海岸防災林

造成（４工区）合冊工事 
土木一般 株式会社高野組 

28 中部療育園移転整備工事（建築） 建築一般 株式会社伊藤建設 

29 小松谷川河川改修工事（３工区）（防災安全交付金） 土木一般 

米 子 

舩越建設株式会社 

30 県道倉吉江府溝口線（大内工区）大型構造物修繕工事（防災安全交付金）（ゼロ県債） 土木一般 株式会社みたこ土建 

31 名和３期畑かん施設工事（豊成３工区）（国補正） 土木一般 有限会社藤本組 

32 国道４３１号（弓ヶ浜工区）自転車道設置工事（１４工区）（防災安全交付金） 土木一般 有限会社松本建設 

33 絹屋川河川改修工事（防災安全交付金） 土木一般 有限会社柳田建設 

34 境漁港高度衛生管理型市場整備事業１号上屋新築工事（２工区）（建築） 建築一般 

美保テクノス株式会社 

株式会社平田組 

株式会社竹田工務店 

35 県道大滝白水線（大滝工区）道路災害防除工事（４工区）（防災安全交付金） 法面一般 美保テクノス株式会社 

36 赤松地区復旧治山工事（国補正） 法面保護工 山陰緑化建設株式会社 

37 県道岸本江府線（大内工区）法面修繕工事（防災安全交付金）（国補正） 法面保護工 株式会社大協組 

38 境漁港高度衛生管理型市場整備事業１号上屋新築工事（電気設備） 電気工事 
岡田電工株式会社 

美保テクノス株式会社 

39 境漁港高度衛生管理型市場整備事業１号上屋新築工事（機械設備） 管工事 
株式会社シンセイ 

株式会社モチダ 

40 国道１８１号（伯耆橋）橋梁塗装工事（２工区）（防災安全交付金） 塗装一般 
有限会社小倉興産 

新和産業株式会社 

41 
国道４３１号（弓ヶ浜工区）自転車道設置工事（舗装４工区）（防災安全交付金）（ゼロ

県債） 
アスファルト 株式会社エイ・エイチ・エイ 

42 県道横田多里線（上萩山２工区）道路改良工事（その５）（交付金改良）（国補正） 土木一般 

日 野 

有限会社住田組 

43 国道１８３号 （第一多里橋）橋梁補修工事（交付金橋梁補修） 土木一般 株式会社かわばた 

44 国道１８１号（四十曲トンネル）構造物修繕工事（交付金補修） 電気工事 栄和電気工事有限会社 

45 国道１８１号（武庫工区）舗装補修工事（交付金補修）（ゼロ県債） アスファルト サワタ建設株式会社 

 

（２）優良技術者 

優良建設工事施工者のうち最高の工事成績評定（今回：８８点）を受けた者の配置技術者を対象とする。 

技 術 者 名 所    属 工   事   名 

土山 伸吾 舩越建設株式会社 小松谷川河川改修工事（３工区）（防災安全交付金） 
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（３）土木施設愛護ボランティア 

  安全で美しい環境で人々が生き生きと暮らせるよう、清掃や草刈り等の活動に貢献したボランティア団体を表

彰し、その活動の輪の一層の拡大を促進する。 

 団  体  名 管内 主  な  活  動  場  所 

1 青谷の川をきれいにする駅前区の会 

鳥取 

勝部川、日置川（鳥取市青谷町地内） 

2 湖山池を守る会 湖山池（鳥取市湖山地内外） 

3 日置谷“幸せの里”づくり協議会 日置川（青谷町日置谷地内） 

4 袋河原河川愛護会 大井手川、県道郡家鹿野気高線、県道袋河原八坂線（鳥取市河原町袋河原地内） 

5 長谷部落会 大井手川、砂見川、県道鳥取河原線（鳥取市長谷地区） 

6 下野じげの川を守る会 八頭 大江川（八頭町下野地内） 

7 徳万自治会 

中部 

県道大栄赤碕線、馬込川、東伯海岸（琴浦町徳万地内） 

8 三朝ふじのはな育成会 県道鳥取鹿野倉吉線（三朝町三朝地内） 

9 倉吉銀座商店街振興組合 県道木地山倉吉線、県道倉吉江北線（倉吉市堺町、明治町、大正町地内） 

10 野本川の環境を美しくする会 米子 野本川（伯耆町押口地内） 

11 上石見自治会 
日野 

県道上石見黒坂停車場線（日南町上石見地内） 

12 生山自治会 国道183号、県道新見日南線、県道生山停車場線（日南町生山地内） 

 

（４）建設雇用改善優良事業所 

建設労働者の雇用改善について積極的な活動を展開し、その成果が見られる中小事業所を表彰することにより、

建設労働者の雇用改善を促進する。 

事業所名 代表者名 所在地 

株式会社重道組 代表取締役 重道利恵子 倉吉市秋喜１８３－１ 

 

５ 鳥取県部長表彰受賞者 

 （１）若手優良技術者 

   高齢化と若手入職者の減少が著しい建設業界において、若手技術者の意欲や地位の向上を図り、建設業全体

の活性化に資することを目的とする。 

技術者名 所   属 工   事   名 

桶本
おけもと

 光
みつ

宏
ひろ

 株式会社ジューケン 県立中央病院既存外来棟改修工事（建築） 

 

 （２）優良下請負業者 

   請負業者と協力して他の模範となる優良な工事施工に貢献した下請負業者を表彰し、その社会的評価を高め

ることで技術力等の更なる向上につなげ、適正な元請下請関係の構築により、業界全体の良好な施工環境の確

保を図り、工事の品質向上を図る。 

 地 区 業 者 名 工     事     名 元 請 業 者 名 
1 東 部 株式会社竹内クレーン工業 大路川広域河川改修工事（倉田排水機場）（１工区） 株式会社原田建設 
2 有限会社松建工業 河内地区ほ場整備（区画整理1工区）工事 吉田建設株式会社 
3 株式会社竹内クレーン工業 日置川河川改修工事（１工区） やまこう建設株式会社 
4 八 頭 有限会社松建工業 千代川外災害復旧工事（３０年災１０７号、１０８

号及び３５４号外） 
こおげ建設株式会社 

5 中 部 株式会社竹内クレーン工業 県道倉吉由良線道路災害復旧工事（３０年災522号） 井木組・伊藤建設特定建

設工事共同企業体 
6 有限会社戸羽建設 県道鳥取鹿野倉吉線（大瀬～大原工区）改良工事（７

工区）（交付金）（国補正） 
株式会社北和 

7 有限会社永成型枠工業 はわい長瀬地区林地荒廃防止施設災害復旧工事（３

０年災第１号）（１工区） 
井中・オグラ特定建設工

事共同企業体 
8 有限会社松井工業 はわい長瀬地区林地荒廃防止施設災害復旧工事（３

０年災第２号） 
株式会社井木組 

9 米 子 有限会社浅田建設 小松谷川河川改修工事（３工区）（防災安全交付金） 舩越建設株式会社 
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６ 国土交通大臣表彰（顕彰） 

 （１）建設事業関係功労者等表彰 

  建設事業に携わる個人又は団体に対し、他の模範として推奨に値する者を表彰して功労を称える。 

 氏  名 所       属 

1 
山根 敏樹 ・こおげ建設株式会社代表取締役社長 

・（元）一般社団法人鳥取県建設業協会会長 

2 
大柄   司 ・有限会社大柄組代表取締役 

・一般社団法人鳥取県土木施工管理技士会理事 

 

 （２）優秀施工者（建設マスター）国土交通大臣顕彰 

    国土交通大臣が、特に優秀な技能等を持ち後進の指導・育成等に貢献している建設技能者を顕彰することによ

り、「ものづくり」に携わる方の誇りと意欲を増進させ、その社会的評価の向上を図る。 

 氏  名 所   属 

1 荒木  勝 株式会社ティー・エム・エス 

2 木山  誠 株式会社共栄組 

3 倉繁 淳志 株式会社チュウブ 

4 杉田 大介 中一建設株式会社 

5 田上 智昭 株式会社井木組 

6 長榮  強 株式会社愛幸建設 
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山陰近畿自動車道（鳥取～覚寺間）の都市計画素案に係るパブリックコメント及び公聴会の実施結果について 

令和２年１１月２７日 
技 術 企 画 課 
道 路 企 画 課 

 
 山陰近畿自動車道（鳥取～覚寺間）（都市計画道路名： １・４・２号南北線）の都市計画案を作成するに

あたり、素案に対するパブリックコメント及び公聴会を実施しました。 
 出された意見は、直ちに事業主体である国に報告したところであり、現在、国において検討中と確認しています。 
  
１ パブリックコメントの概要 

（１）募集期間 令和２年８月８日（土）から１０月２２日（木）まで（７６日間） 
（２）意見の件数 １２３件（７１名） 
（３）主な意見 

項目 主な意見 

ルートについて 
・ルート、IC 配置について妥当と思う。 
・ルートは、もう少し集落から離してほしい。 
・ルートは、エネルギー関連会社に近接しており不安が大きい。 

完成時期について ・早期完成を要望する。 
・コロナ禍にあって、公共事業を急がなくても良い。 

防災・環境等について 
・防災、積雪対策、凍結対策も検討してほしい。 
・工事中や完成後の騒音、振動、地盤沈下、日照不足等の環境悪化を懸念。 
・千代水地区等を通過するルートのため、事業所の移転による経済影響を
懸念。 

その他 
・道の駅やガソリンスタンドを整備してほしい。 
・鳥取の発展も大事だが、大きな投資をして次の世代の足かせにならない
か不安。  

２ 公聴会の概要 

（１） 開催日時： 令和２年１０月３０日（金） 午前１０時～１０時４０分 
（２） 場 所： 県庁講堂 
（３） 公 述 人： ６名 
（４） 傍 聴 人： １７名 
（５） 公述の概要 

公述順 公述の概要 

１ 
・江津地区の住民の環境配慮と土地の利用価値の点から、本線及び取り付け道路を袋川に
沿うように、ルートの変更を希望する。 

２ 
・千代水 IC が接続する鳥取市千代水地内の市道湖山商栄線は、降雨時に冠水が起こるた
め、道路建設と自然災害への安全性の確保や対策が考えにくく不安に感じる。 

・ゼロベースや代替案を含めたルート選定の再検討を行ってほしい。 

３ 
・ルートの近隣住民だが、ルートが決まってから説明されても困る。 
・このようなやり方は、反対する機会も与えられず、「この形で承知してください。」とい
う一方的なものであり納得できないため、ルートの再考を要望する。 

４ 
・ルートは、鳥取市五反田周辺の危険物取扱ヤードに近接しているが、ルート計画におい
てリスク想定と環境影響等を網羅のうえ、後世からも支持を得る「都市計画」を策定さ
れることを願っている。 

５ 
・ルートは、製造施設の建設予定地であり、代替地の選定は容易ではなく、防災上の観点
からもルートの見直しを強く要望する。 

６ 
・ルート近隣の騒音振動について、出来上がってから改善すると言われても困る。ルート
を江津集落から離すことを要望する。ルートを変更できないのであれば、補償していた
だきたい。 

 
３ これまでの経緯 

年月日 都市計画手続き 
R2.6.8 都市計画素案が国から県に提出 

R2.8.8 都市計画素案を県ＨＰに公表 

R2.8.8～10.22 パブリックコメントの実施 

R2.9.1～10.4 国・県・市による説明会の開催（大規模説明会、地区説明会、事業所説明会） 

R2.10.30 公聴会の開催  
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東部都市計画区域マスタープランの見直し素案に係るパブリックコメントの実施結果について 

令和２年１１月２７日 

技 術 企 画 課 

 

 東部都市計画区域マスタープラン（鳥取・福部・八頭中央・気高・鹿野・青谷）の見直し素案に係るパブ

リックコメントを実施したので、その概要を報告します。 

 

１ パブリックコメントの概要 

（１）募 集 期 間： 令和２年９月１８日（金）から１０月１９日（月）まで（３２日間） 

（２）意見の件数： ２５件（６名） 

（３）主な意見 

区域 意見の概要 

鳥取 

１都市計画の目標 

・中心市街地の人口を増やしてほしい。 

・郊外の店舗に行かなくても生活ができるように、鳥取駅より北側の商店街や地域の活性

化に取り組んでほしい。 

・国道５３号沿いや JR鳥取駅前は、土地の用途を考え有効利用してほしい。 

・鳥取市の袋川より北側の中心市街地は空き家等が目立つため、用途地域を「商業地」か

ら「住宅地」に変更し、都心居住の推進を図るべき。 

・都市部と農村部との人的交流を活発にし、都市部に住んでいる住民に農業をしてもらい

ながら、農地を守ってほしい。 

・公共施設の維持管理をボランティアや NPO などの県民と県が協働するまちづくりを推

進してほしい。 

２区域区分の方針 ⇒ 意見なし 

３主要な都市計画の決定の方針 

・鳥取駅から県庁までのメインストリートは、県都に相応しい県民が誇れるような通り

にしてほしい。 

・都市計画決定されてから、未着手の道路拡幅を早急に実施してほしい。 

福部 ・全項目について意見なし 

八頭中央 ・全項目について意見なし 

気高 ・全項目について意見なし 

鹿野 ・全項目について意見なし 

青谷 

１都市計画の目標、２区域区分の方針 ⇒ 意見なし 

３主要な都市計画の決定の方針 

・鳥取西道路の青谷に弥生古代公園パーキングを造成してほしい。 
 

２ 今後の予定 

年月日 都市計画手続き 

R3.1 以降 
公聴会の開催、県都市計画審議会（予備審議）、案の縦覧、市町へ意見照会、 

県都市計画審議会（本審議）、国交省協議、決定告示 
 

（参考）都市計画区域マスタープランとは（都計法第６条の２第２項） 

 都道府県が、都市計画区域毎に、区

域区分（市街化区域と市街化調整区

域の区分）をはじめとする都市計画

の基本的な方針を定めるもの。個別

具体の都市計画を定める際の指針と

なる。 

■区域区分の決定の有無及びその方

針（必須） 

■都市計画の目標 

■土地利用、都市施設の整備及び市

街地開発事業に関する主要な都市計

画の決定の方針 

福部都市計画区域 
気高都市計画区域 

鹿野都市計画区

青谷都市計画区域 

八頭中央都市計画区

鳥取都市計画区域 
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米子自動車道整備促進総決起大会について 

 
令和 2年 11 月 27 日   

道 路 企 画 課   

 
 西部圏域の地方創生を支え、地域経済の再生と人口減少の克服へ向けて前進するためには、 

米子自動車道の整備促進が必要不可欠であり、以下のとおり 11月 13 日に総決起大会と要望 

活動を行いました。 

 

日 時 令和２年１１月１３日（金） 午前１０時３０分～１１時３０分 
場 所 衆議院第１議員会館 大会議室 
出席者 国 会 議 員：赤澤内閣府副大臣、青木参議院議員、舞立参議院議員 

平口衆議院議員（自民党国土交通部会長） 

国 土 交 通 省：渡辺官房審議官（道路）、長谷川高速道路課長、松浦中国地整道路部長 

NEXCO 西日本：中村事業本部建設事業部長、小笹中国支社長 

主 催 者 ：平井知事、伊木中国横断自動車道岡山米子線整備促進期成同盟会長 外 

 

１．要望内容 

○事業中の付加車線の早期供用と、「高速道路における安全・安心基本計画」で優先整備

区間に選定された蒜山IC～米子IC間の全線4車線化を早急に実現すること。 

○事業凍結されている米子IC～米子北IC間の凍結解除とともに、米子IC～境港間の早期事

業化に向け、計画段階評価の早期着手を図ること。 

平口自民党国土交通部会長、小笹NEXCO西日本中国支社長、渡辺国土交通省官房審議

官に要望書を手交。 

  

２．発言要旨（吉岡道路局長（代読：長谷川高速道路課長）） 

事業中の付加車線整備の推進と、「高速道路における安全・安心基本計画」において優先整

備区間に選定された暫定２車線区間の順次事業化、及び沿線市村と連携しながら米子境港間

の道路のあり方の検討を進めていきたい。 

 

３．県と２市１村による道路局要望 

同日、県知事と２市１村長により、米子・境港間高規格道路の早期事業化について、宇野国

土交通省道路局次長に要望した。 
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第１回 中海・宍道湖圏域道路整備勉強会について 

 
令和 2年 11 月 27 日 

道 路 企 画 課 

 

日本海側の他圏域と比較して遅れをとっている中海・宍道湖圏域の将来の道路ネットワークの

あり方について、あらゆる角度から幅広い検討を行うために、11 月 20 日に関係自治体で国主催

による勉強会が行われました。 
 

日 時 令和２年１１月２０日（金） 午前１０時３０分～１１時４０分 

場 所 島根県民会館 ３階 大会議室 

出席者 中国地方整備局 松浦道路部長、倉吉河川国道事務所 山田所長、 

松江国道事務所 藤田所長、草野県土整備部長、島根県真田土木部長、 

米子市、境港市、日吉津村、松江市、出雲市、安来市の各部長、 

NEXCO 西日本中国支社副支社長 

 

１．第 1回勉強会の内容 

  ○中海・宍道湖圏域における「現状と課題」、「地域の将来像」、「中海・宍道湖圏域の道路ネッ

トワークのあり方（案）」について議論し、認識を共有した。 

２．主な発言 

  ○松浦 中国地方整備局道路部長 

近年この圏域は、クルーズ船による観光客の増加や豪雨災害の頻発化など、過去に比べて大き

く状況が変化してきている。このため、このタイミングで圏域の道路ネットワークについて議論

するのがよいと考えている。 
  ○草野 鳥取県県土整備部長 

他圏域に比べて道路ネットワークが完成していないこの圏域は伸びしろは大きい。個々の道路

で考えるより中海・宍道湖圏域８の字で考えるのは効果がある。 
  ○真田 島根県土木部長 

これまで両県を跨ぐ道路ネットワークの検討会はなかった。圏域６０万人にスポットが当たる

機会が出来て良かった。道路ネットワークを整備し空港など両県の機能を一体化して検討するこ

とはとても良いことだ。 
○八幡 米子市総合政策部長 

中海・宍道湖・大山圏域市長会でも、未来を開く交流ネットワークの形成を掲げており、圏域

での道路ネットワーク検討は国土強靭化の観点でもとても重要だと考えている。８の字構想がこ

れではっきりと動くことになり、良いことだと思う。 
○安達 松江市都市整備部長 

橋南(大橋川より南側)はＲ９号、山陰道、J R があるが、橋北(大橋川より北側)はＲ４３１号の

１本しかなく、道路ネットワークが弱い。松江市には七類港もあり道路ネットワークが繋がれば

効果がある。 
 

３．今後の予定 

  〇早期に第２回勉強会を開催し、①「中海・宍道湖圏域の道路交通の課題」、②「機能軸強化の

緊急性について」を議論し、中海・宍道湖圏域の道路整備の方向性を打ち出す。 
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争
入

札
整

備
事

務
所

牧
谷

（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

3
月

1
5
日

（
7
社

）
1
2
2
,7

4
2
,4

0
0
円

  

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）

改
良

工
事

（
２

工
区

）
（
補

助
）

株
式

会
社

栗
山

組
代

表
取

締
役

社
長

　
栗

山
　

和
大

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）

橋
梁

上
部

工
事

（
浦

富
高

架
橋

）
（
３

工
区

）
（
補

助
）

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）

橋
梁

上
部

工
事

（
浦

富
高

架
橋

）
（
４

工
区

）
（
補

助
）

国
道

３
１

３
号

（
倉

吉
関

金
道

路
）
橋

梁
上

部
工

事
（
上

古
川

橋
（
Ｐ

４
～

Ａ
２

）
）
（
補

助
改

良
）

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）
橋

梁
上

部
工

事
（
浦

富
高

架
橋

）
（
４

工
区

）
（
補

助
）
富

士
ピ

ー
・
エ

ス
・
山

陰
建

設
特

定
建

設
工

事
共

同
企

業
体

代
表

者
株

式
会

社
富

士
ピ

ー
・
エ

ス
鳥

取
営

業
所

所
長

　
大

村
　

康
三

郎

国
道

３
１

３
号

（
倉

吉
関

金
道

路
）

橋
梁

上
部

工
事

（
上

古
川

橋
（
P

４
～

A
２

）
）
（
補

助
改

良
）
富

士
ピ

ー
・
エ

ス
・
高

野
組

特
定

建
設

工
事

共
同

企
業

体
代

表
者

株
式

会
社

富
士

ピ
ー

・
エ

ス
鳥

取
営

業
所

所
長

　
大

村
　

康
三

郎

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）
橋

梁
上

部
工

事
（
浦

富
高

架
橋

）
（
３

工
区

）
（
補

助
）
オ

リ
エ

ン
タ

ル
白

石
・

藤
原

組
特

定
建

設
工

事
共

同
企

業
体

代
表

者
オ

リ
エ

ン
タ

ル
白

石
株

式
会

社
鳥

取
営

業
所

所
長

　
横

野
　

秀
夫
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 【
新

規
分

】
県

土
整

備
部

　
主

　
務

　
課

工
　

　
　

事
　

　
　

名
工

事
場

所
契

　
約

　
の

　
相

　
手

　
方

契
　

約
　

金
　

額
工

　
　

　
　

　
期

契
約

年
月

日
入

札
方

式

道
路

建
設

課
八

頭
郡

1
2
1
,0

0
0
,0

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

7
日

令
和

2
年

1
0
月

7
日

制
限

付
八

頭
県

土
智

頭
町

～
一

般
競

争
入

札
整

備
事

務
所

芦
津

（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

3
月

1
8
日

（
8
社

）
1
2
9
,6

8
7
,8

0
0
円

  

道
路

建
設

課
八

頭
郡

9
8
,2

3
0
,0

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

1
2
日

令
和

2
年

1
0
月

1
2
日

制
限

付
八

頭
県

土
智

頭
町

～
一

般
競

争
入

札
整

備
事

務
所

大
呂

（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

3
月

1
8
日

（
7
社

）
1
0
5
,9

4
3
,2

0
0
円

  

道
路

建
設

課
米

子
市

1
3
7
,1

7
0
,0

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

5
日

令
和

2
年

1
0
月

2
日

制
限

付
西

部
総

合
事

務
所

両
三

柳
～

一
般

競
争

入
札

米
子

県
土

整
備

局
（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

3
月

1
5
日

（
1
社

）
1
4
8
,7

3
7
,6

0
0
円

  

道
路

建
設

課
日

野
郡

1
4
0
,6

9
0
,0

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

1
9
日

令
和

2
年

1
0
月

1
9
日

制
限

付
西

部
総

合
事

務
所

日
南

町
～

一
般

競
争

入
札

日
野

県
土

整
備

局
河

上
（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

7
月

2
2
日

（
4
社

）
1
5
2
,6

4
5
,9

0
0
円

  

河
川

課
鳥

取
市

1
1
0
,8

8
0
,0

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

7
日

令
和

2
年

1
0
月

7
日

制
限

付
鳥

取
県

土
鹿

野
町

～
一

般
競

争
入

札
整

備
事

務
所

岡
木

（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

3
月

2
3
日

（
5
社

）
1
2
0
,1

2
1
,1

0
0
円

  

治
山

砂
防

課
東

伯
郡

9
9
,0

0
0
,0

0
0
円

  
令

和
2
年

1
1
月

2
0
日

令
和

2
年

1
0
月

9
日

制
限

付
中

部
総

合
事

務
所

三
朝

町
～

一
般

競
争

入
札

県
土

整
備

局
曹

源
寺

（
予

定
価

格
）

令
和

3
年

3
月

2
5
日

（
2
社

）
1
0
5
,4

3
5
,0

0
0
円

  

国
道

１
８

３
号

（
河

上
Ⅱ

期
工

区
）
道

路
改

良
工

事
（
５

工
区

）
（
交

付
金

改
良

）

有
限

会
社

住
田

組
代

表
取

締
役

　
住

田
　

孝
昭

下
曹

源
寺

谷
川

通
常

砂
防

工
事

（
４

工
区

）
株

式
会

社
チ

ュ
ウ

ブ
代

表
取

締
役

社
長

　
小

柴
　

雅
央

浜
村

川
河

川
改

修
工

事
（
橋

梁
下

部
工

）
株

式
会

社
原

田
建

設
代

表
取

締
役

　
原

田
　

實

県
道

津
山

智
頭

八
東

線
（
大

呂
２

工
区

）
改

良
工

事
（
３

工
区

）
（
交

付
金

改
良

）

こ
お

げ
建

設
株

式
会

社
代

表
取

締
役

　
山

根
　

敏
樹

県
道

津
山

智
頭

八
東

線
（
芦

津
工

区
）
改

良
工

事
（
５

工
区

）
（
交

付
金

改
良

）

株
式

会
社

竹
内

組
代

表
取

締
役

　
竹

内
　

秀
彦

街
路

両
三

柳
中

央
線

改
良

工
事

（
２

工
区

）
（
防

災
安

全
交

付
金

）

株
式

会
社

大
協

組
代

表
取

締
役

　
小

山
　

典
久
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 【
変

更
分

】
県

土
整

備
部

　
主

　
務

　
課

工
　

　
　

事
　

　
　

名
工

事
場

所
契

　
約

　
の

　
相

　
手

　
方

契
　

約
　

金
　

額
工

　
　

　
　

　
期

契
約

年
月

日
変

更
理

由

道
路

建
設

課
岩

美
郡

（
当

初
契

約
額

）
平

成
2
9
年

1
0
月

2
0
日

(当
初

契
約

年
月

日
）

岩
美

町
3
,5

0
5
,6

8
0
,0

0
0
円

  
～

平
成

2
9
年

1
0
月

1
9
日

-
陸

上
令

和
2
年

5
月

2
9
日

～
岩

美
郡

（
第

１
回

変
更

後
契

約
額

）
（
変

更
後

工
期

）
（
第

１
回

変
更

契
約

年
月

日
）

岩
美

町
3
,8

4
3
,5

3
9
,5

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

3
0
日

令
和

2
年

3
月

2
5
日

牧
谷

（
変

更
額

）
3
3
7
,8

5
9
,5

0
0
円

  

（
第

２
回

変
更

後
契

約
額

）
（
第

２
回

変
更

契
約

年
月

日
）

3
,8

0
7
,6

6
7
,4

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

1
3
日

（
変

更
額

）
△

3
5
,8

7
2
,1

0
0
円

  

道
路

建
設

課
岩

美
郡

（
当

初
契

約
額

）
令

和
2
年

1
月

6
日

(当
初

契
約

年
月

日
）

鳥
取

県
土

岩
美

町
1
2
3
,7

5
0
,0

0
0
円

  
～

令
和

2
年

1
月

6
日

-
整

備
事

務
所

牧
谷

令
和

2
年

1
0
月

9
日

（
第

１
回

変
更

後
契

約
額

）
（
変

更
後

工
期

）
（
第

１
回

変
更

契
約

年
月

日
）

1
2
0
,9

6
3
,7

0
0
円

  
令

和
3
年

1
月

2
9
日

令
和

2
年

1
0
月

9
日

（
変

更
額

）
△

2
,7

8
6
,3

0
0
円

  

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）

橋
梁

下
部

工
事

（
４

工
区

）
（
補

助
）

株
式

会
社

藤
原

組
取

締
役

社
長

　
藤

原
　

正

・
当

初
残

土
処

分
す

る
予

定
と

し
て

い
た

残
土

に
つ

い
て

他
現

場
流

用
す

る
こ

と
と

し
た

こ
と

に
よ

る
工

事
費

の
減

・
別

工
事

（
Ｊ
Ｒ

委
託

）
と

の
工

程
調

整
に

よ
る

工
期

延
伸工

事
を

進
め

て
い

く
中

で
、

国
の

各
種

安
全

基
準

等
の

見
直

し
に

伴
う

所
定

の
変

更
が

必
要

と
な

っ
た

こ
と

、
ま

た
、

ト
ン

ネ
ル

掘
削

を
行

っ
た

と
こ

ろ
、

想
定

よ
り

も
地

山
土

質
の

状
況

が
悪

く
ト

ン
ネ

ル
構

造
の

変
更

等
が

必
要

と
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
工

事
費

の
増

及
び

工
期

延
伸

ト
ン

ネ
ル

掘
削

に
よ

り
発

生
し

た
残

土
の

一
部

を
他

工
事

へ
流

用
し

た
こ

と
に

よ
る

工
事

費
の

減

国
道

１
７

８
号

（
岩

美
道

路
）

ト
ン

ネ
ル

工
事

（
（
仮

称
）
岩

美
１

号
ト

ン
ネ

ル
）
（
補

助
）

国
道

1
7
8
号

（
岩

美
道

路
）
ト

ン
ネ

ル
工

事
（
（
仮

称
）
岩

美
１

号
ト

ン
ネ

ル
）
（
補

助
）
鴻

池
・
青

木
あ

す
な

ろ
・
美

保
テ

ク
ノ

ス
特

定
建

設
工

事
共

同
企

業
体

代
表

者
株

式
会

社
鴻

池
組

広
島

支
店

支
店

長
　

東
影

　
正

博
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 【
変

更
分

】
県

土
整

備
部

　
主

　
務

　
課

工
　

　
　

事
　

　
　

名
工

事
場

所
契

　
約

　
の

　
相

　
手

　
方

契
　

約
　

金
　

額
工

　
　

　
　

　
期

契
約

年
月

日
変

更
理

由

道
路

建
設

課
東

伯
郡

（
当

初
契

約
額

）
令

和
元

年
1
1
月

2
0
日

(当
初

契
約

年
月

日
）

中
部

総
合

事
務

所
北

栄
町

9
7
,9

0
0
,0

0
0
円

  
～

令
和

元
年

1
1
月

1
1
日

-
県

土
整

備
局

弓
原

令
和

2
年

8
月

3
日

（
第

１
回

変
更

後
契

約
額

）
（
変

更
後

工
期

）
（
第

１
回

変
更

契
約

年
月

日
）

1
0
0
,1

3
8
,5

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

3
0
日

令
和

2
年

7
月

2
9
日

（
変

更
額

）
2
,2

3
8
,5

0
0
円

  

（
第

２
回

変
更

後
契

約
額

）
（
第

２
回

変
更

契
約

年
月

日
）

1
0
2
,0

2
9
,4

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

2
7
日

（
変

更
額

）
1
,8

9
0
,9

0
0
円

  

空
港

港
湾

課
境

港
市

美
保

テ
ク

ノ
ス

株
式

会
社

（
当

初
契

約
額

）
令

和
元

年
9
月

6
日

(当
初

契
約

年
月

日
）

昭
和

町
代

表
取

締
役

社
長

　
野

津
　

健
市

3
0
2
,2

8
0
,0

0
0
円

  
～

令
和

元
年

9
月

6
日

-
令

和
2
年

7
月

2
日

（
第

１
回

変
更

契
約

年
月

日
）

令
和

2
年

3
月

3
日

（
第

２
回

変
更

後
契

約
額

）
（
変

更
後

工
期

）
（
第

２
回

変
更

契
約

年
月

日
）

3
5
0
,8

2
1
,9

0
0
円

令
和

2
年

1
0
月

3
1
日

令
和

2
年

6
月

3
0
日

（
変

更
額

）
　

4
8
,5

4
1
,9

0
0
円

（
第

３
回

変
更

後
契

約
額

）
（
第

３
回

変
更

契
約

年
月

日
）

3
6
2
,9

0
2
,1

0
0
円

  
令

和
2
年

1
0
月

2
7
日

（
変

更
額

）
　

1
2
,0

8
0
,2

0
0
円

  

熱
中

症
対

策
に

当
た

り
、

真
夏

日
日

数
に

応
じ

た
経

費
の

補
正

等
に

よ
る

工
事

費
の

増

国
道

３
１

３
号

（
北

条
倉

吉
道

路
（
延

伸
）
）
歩

道
橋

下
部

工
事

（
補

助
改

良
）

株
式

会
社

ク
ラ

エ
ー

代
表

取
締

役
　

西
村

　
博

文

・
鋼

矢
板

の
打

設
に

お
い

て
想

定
よ

り
も

地
盤

が
締

ま
っ

て
い

た
た

め
ウ

ォ
ー

タ
ー

ジ
ェ

ッ
ト

併
用

打
設

に
変

更
し

た
こ

と
に

よ
る

工
事

費
の

増 ・
上

記
変

更
に

伴
う

工
期

延
伸

境
漁

港
特

定
漁

港
漁

場
整

備
工

事
（
２

号
上

屋
護

岸
１

工
区

）

旧
上

屋
基

礎
杭

が
あ

る
こ

と
が

判
明

し
、

撤
去

工
法

の
検

討
が
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